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『 本 校 １ ０ 年 の 歩 み 』  

（ 昭 和 3 2 年 発 行 ）  

ホ タ ル の え さ と な る カ ワ ニ ナ  

 

 青梅市立第六中学校  学校だより訂正版      第３号  令和５年５月９日（火） 

 

 

  

   

                                                  

 開校当時（７６年前）生徒数・１８５名でスタート          

  校長  吉田  稔  

第七小学校は今年で１５０周年を迎えます。第六中は第七小と比べると歴史は浅く、今年

５月５日に開校７６年目になります。本校の１０周年記念誌『本校１０年の歩み』※ (昭和

３２年５月１２日発行 )によると、六中開校式は昭和２２年５月５日でした。当時の生徒数

は１８５名、５学級編成、教職員は校長を含めて９名でスタート。当時の学校名は「小曽木

中学校」。校舎は小学校と福昌寺を借り、その後、１年をたたずに最初の校舎が地域の方々

のご尽力により昭和２３年４月５日に現在の市民センターの場所に建設されました。第１回

卒業生２４名はこの新校舎でわずか 10 日間くらい学んだだけで巣

立ちました。校章はそれから６年後の昭和３０年４月１日に制定し

ました。この時に吉野村・三田村・小曽木村・成木村の４村が青梅

市に合併して青梅市黒沢・南小曽木・富岡となり、校名も「第六中

学校」に変更。校歌は開校１０周年目の昭和３２年３月２０日にＰ

ＴＡの協力でつくられ、校旗も同日に同窓会から寄贈されました。

校旗は同窓会旗でもありました。開校後１０年間の行事を見るとＰ

ＴＡが昭和２９年度に第七小と共同廃品回収を始めました。小中の

連携はこの時からすでにありました。現在の場所に校舎ができたの

は昭和５３年でした。今年で４６年目を迎えます〔続き裏面〕。  

（※本校卒業 生の鹿島孝房 さんから４月に寄 贈されま した）  

● 1 年生ホタルの授業 (道徳・理科 )です  (5/2 火３～４時間目 ) 

 1 年生の道徳・理科の２時間の授業で地域のゲストティーチャー、島田福美さん・鹿島孝

房さんにホタルの話を現地でうかがいました。天気も良くホタルの

えさとなるカワニナを天理教の教会裏の水路でたくさん見つけま

した。お話から地域の人たちが協力してホタルの保護をしているこ

とがわかりました。これから６月 26 日 (月 )の総合的な学習の時間

「青梅学」では、なぜホタルが増えてきているのか、これからも保

存していくにはどうしたらよいか、地域の皆さんと一緒に考えて

いきます。  

 

●コミュニティ・スクール学校運営協議会委員の皆様ご紹介 (順不同・敬称略 ) 

第１回コミュニティ・スクール学校運営協議会は６月２日 (金 )午後１時２０分からです。 

今年度の委員の方々を下記にご紹介します。 1 年間よろしくお願いします。  

※公開をご希望の方は前日まで右記までご連絡ください。☎小野副校長  0428-74-5344 

島田福美  
小曽木地区青少年問題対策

協議会委員長  
宿谷悟子  民生児童委員  市川洋治  自治会長  

若林良弘  
おそきの学校と地域を考える 

会事務局・本校同窓会会長 
野田喜嗣  第 七 小 学 校 副 校 長  吉澤正之  民生 児童 委員  

市川佳代  主任児童委員  柳内敏久  
お そ き の 地 域 と 学

校 を 考 え る 会 会 長  
小峰幸宏  第 六 支 会 副 会 長  

伊藤栄治  本校ＰＴＡ副会長                    以上 10 名  

・優しい人になろう  

・正しい人になろう  

・ た く ま し い 人 に な ろ う  

教

育

目

標 
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学区の  

「生業別世帯数」  

業種  戸数  

農業  ２１４  

製造業  ２０２  

商業  ７２  

公務員  ６０  

建設業  ２０  

その他  ９３  

計  ６６１  

 

第七小学校  人数  

本校  児童数  ４２９  

東分校   〃  ６０２  

西分校   〃  ４５  

全教職員数  ２２  

 

保育園  人数  

園児数  ７２  

全職員数  ５  

 

第七小と保育園の  

児童・園児等の人数  

地 域 の 主 要 生

産物  

・レンズ  

・織物  

・木材  

・穀類  

・いも類  

・雑木薪  

・野菜  

・蚕繭  

・牛乳  

・鶏卵  

等 か な り の 生 産

をみている。  

 

学校備品 (一部 ) 

・図書冊数  生 徒用 1 4 4 0 冊  

・実験装置  1  

・直流電圧系  1  

・顕微鏡  4  

・天体望遠鏡  1  

・ミシン  9  

・アイロン 4  

・跳び箱  2  

・ピアノ  1  

・オルガン 1  

・テープレコーダ ー  1  

・自転車  1   

・ 1 6 ミリ映写機  1  

 

 

 

 

●創立 10 周年当時の地域と学校の様子－１０周年 記念誌『本 校１０年の歩み』 から（続 き）  
当時の様子がわかる記事を一部抜

粋して以下にご紹介します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  ※記事内の個人名は、学校ホームページに掲載いたしません。  

【今後の予定】※変更の場合、保護者の皆様へメール等でお知らせします。  

 5 月の予定  

10 日 (水 )午前授業  、 (午後教員研修会 ) 

11 日 (木 )生徒総会リハーサル、眼科検診  

12 日 (金 )生徒総会 (6 時間目 ) 

16 日 (火 )尿検査 (二次 )、耳鼻科検診  

17 日 (水 )尿検査 (二次 )、小中合同研修会   

21 日 (日 )修学旅行１日目 (３年）  

22 日 (月 )修学旅行 2 日目 (３年 )  

 

23 日 (火 )修学旅行３日目 (３年 )、職場体験

１日目 (２年 )  

24 日 (水 )振替休日 (３年 )、職場体験２日目

(２年 )  

25 日 (木 )職場体験３日目 (２年 )、川越校外

学習 (１年 )  

26 日 (金 )都学力調査（３年）  

29 日 (月 )全校朝会   

当時の校訓  

１  明朗活発  常 に明るく 生き生きと  

２  自学自修  進 んで勉強 する  

３  社会性  各々 良い言動 を身につけ、

人々協同して事を 行う  

４  健康  心身を 強く美し くきたえる  

５  勤 労 奉 仕  勤 労 の 力 を 社 会 に 役 立

たせる  

「あゆみ」〔第３回卒業生の文章から抜粋〕  

(前略 )小学校六年の時、私は上級進学の勉強

をしていた。当時は参考書、問題集など皆無

で た だ 教 科 書 の 復 習 よ り な す す べ が な か っ

た。教科書も現在の新聞紙大のもので、それ

を四ツ切りにして閉じたもので、印刷も極め

て粗雑、紙も悪く乏しい電灯の下では読めな

いこともあった。そんなある日「村に中学が

できて、皆、無試験で行ける」ということを

聞いた時は、私はなかなか信じられなかった。

さらに男女共学になる…  

第六中  生徒数  全教職員数  

1 年  ８５  

15 
2 年  ８８  

3 年  ９０  

合計  ２６３  

 

「中学校の建設を偲
しの

んで」〔元小曽木村助役・ＰＴＡ顧問の方の文章から抜粋〕  

昭和 22 年７月１０日起工。村民の勤労奉仕による整地作業と同じく村民の寄付金を基本に村

有山林売却と国庫補助をもって建築及び内容の備品等を設備したのであります。(中略 )〔戦後

のため〕物資は極度の不足をしており誠に困難な時代でありました。農地は法で縛られる、同

時に各自は一坪の土地も食糧増産に役立てようと皆が意気まいているのです。この時代に校舎

の敷地を四、五反歩をしかも村の中央部に臨むという事の無理が今でも身にしみております。

やむなく候補地を村有地小学校西北の小高い処、ただ今住宅のある処…  

昭和 32 年当時の学校行事 (抜粋 ) 

６月…農繁休業、映画教室／ 7 月…映画教室／

８月…臨時登校、夏季施設／９月…映画教室  

 

 

10 月…小中合同運動会、野外生活学習指導  

11 月…農繁休業、市中駅伝大会、映画教室  

12・１月…映画教室／２月…都学力調査他  


